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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
 
 現在、Ｗｅｂ上には膨大な量の記事が存在している。その中から必要な情報を取得す
るために一般に検索システムが使用されるが、多数の記事が検索結果として表示されて
確認に手間がかかったり、使用する検索ワードによっては様々な分野の記事が含まれて
しまうなど、効率良く必要な情報を取得することが困難な場合がある。記事の重要度に
基づくランキングを行って表示する順序を制御したり、検索結果をクラスタリングして
記事集合を分類する方法もあるが、必ずしも個々のユーザが望む順序での表示や分類が
できるとは限らない。 
 本論文は、ユーザが文書を分類する際の観点の特徴を抽出して文書分類に反映するこ
とで、ユーザ毎に最適な検索結果のクラスタリングを行う手法を提案し、実験によりそ
の有効性を確認したものである。 
 まず、分類における観点の特徴はユーザが各クラスに分類するのに寄与した単語の分
布に現れるととらえて、ユーザの分類例から各クラスに対する単語の寄与度を算出して
観点行列としてまとめる。寄与度としては、単語のＴＦ・ＩＤＦ値を基本特徴量とし、
そのクラス内での平均値を用いるのが一つの方法であるが、一部のサブクラスのみに現
れる特徴が埋没しないような調整や、複数のクラスにまたがって出現する単語の寄与度
を減ずるなど考慮すべきいくつかの付加的要因がある。そこで、これらを組み合わせた
４通りの観点抽出手法（ＥＭ１～４）を提案し、比較実験により各手法の効果を検証し
ている。 
 本論文では文書分類手法として非負値行列因子分解（ＮＭＦ）を利用している。ＮＭ
Ｆは文書行列を基底行列と特徴行列の積の形に分解し、基底行列と特徴行列の推定を行
うことでクラスタリングを行う手法である。一般的に、ＮＭＦにおける基底行列と特徴
行列の初期値には乱数を与えて反復計算を行うが、得られる解の良さは初期値に応じて
異なるので、教師分類例より獲得した観点行列を基底行列とみなして初期値として与え
ることで、精度の良い文書分類を行う手法（ＮＭＦ－ＩＶ）を示している。この手法は、
既存のＮＭＦと同様に反復計算を必要とするが、推定精度を向上させるために反復回数
を多くすると計算コストが増大してしまう。そこで、良質な基底行列から直接特徴行列
を計算する手法（ＮＭＦ－ＤＶ）についても検証を行っている。 
 実験では、単一のクラスに関する内容だけで構成されるシングルラベル文書集合と複
数のクラスの特徴を含むマルチラベル文書を加えた文書集合の２種類に対して、Ｎａｉ
ｖｅ Ｂａｙｅｓ、ＳＶＭ、多項ロジスティック回帰分析などの従来手法と提案手法の
分類性能を比較している。実験の結果、既存手法で最も成績の良かったＳＶＭは、シン
グルラベル文書を分類対象とした場合は高い精度で分類することができたが、マルチラ
ベル文書を分類対象に加えると分類精度が大きく低下し、しかも、教師文書数が少ない
場合には、シングルラベル文書の分類においても分類精度が低かったのに対し、クラス
内での特徴量の最大値を寄与度とする観点抽出手法（ＥＭ３）とＮＭＦ－ＩＶを組合せ
た提案手法の分類性能は従来手法の性能を上回り、特に、教師文書数が少ない状況下で
の分類精度、および、マルチラベル文書を加えた場合の分類精度の低下率の低さについ
て高い性能を示したことにより、本手法の有効性が確認されている。 
 
学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 本論文は、利用者の観点に沿った文書分類を高精度で実現する手法を提案したもので
あり、この提案手法を用いることで、マルチラベル文書を含む文書に対して利用者の観
点にそった分類を少ないコストで行なうことが可能となり、情報工学の分野に寄与する
ところが大きい。 
 本論文に関して、論文調査委員会および公聴会において、分類対象に応じた観点抽出
法の選択、特徴量の特異値の影響、単語の多義性への対応、単語単位の特徴量から文節
単位の特徴量への拡張の可能性などについて様々な質問がなされたが、いずれも著者か
ら満足な回答があり質問者の理解が得られた。 
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査
した結果、本論文が博士（情報工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
